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	応用
	抗原情報
	背景
	転写伸長過程において、ポリメラーゼIIは転写産物が伸長するにつれて鋳型上を移動します。伸長はポリメラーゼII最大サブユニット（RPB1）のC末端ドメイン（CTD）のリン酸化状態に影響を受けます。このドメインは、転写の開始、伸長、終結、およびmRNAプロセシングを制御する因子の集合のためのプラットフォームとして機能します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	RNA ポリメラーゼ II サブユニット B1 抗体および DAPI (青) を使用した CEM 内の RNA ポリメラーゼ II サブユニット B1 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	RNA ポリメラーゼ II CTD リピート YSPTSPS 抗体を使用した、Hela、A549、MCF-7、U251、HL-60 溶解物中の RNA ポリメラーゼ II CTD リピート YSPTSPS のウエスタン ブロット分析。
	

	RNAポリメラーゼII CTDリピートYSPTSPS抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用しました。

